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【要旨】 

ホスピタリティ産業と観光産業は、流行によって妨げられているという事実にもかかわ

らず、小さな懸念はなかったが、2 つの産業は、グローバリゼーションと経済発展に起因す

る。2 つの業界は密接に関連しており、相互に影響を及ぼす。競争が激化するため、従来の

ホスピタリティ業界と観光業界はもはや競争力がなく、単一の最新の製品とサービスが不

足しているため、市場に適応する必要がある。また、人々の生活水準や消費水準の向上に伴

い、消費者の需要が変化し、その結果、不変のマーケティングや製品が国民を満足させるこ

とはなかった。2 つの特定のケースを使用した比較アプローチを通じて、ホスピタリティ業

界と観光業界のマーケットセグメンテーションを分析する。これには、地理的、人口統計学

的、心理学的、行動的、および求められる利益の 5 つの変数が含まれる。これらの変数のそ

れぞれをより柔軟な方法で適用することができ、ホスピタリティおよび観光産業の将来の

発展について説明できる。 

 

【感想】 

 観光とホテル産業は将来どちらも有望な産業になるが、過小評価されている。コロナウイ

ルスにより観光業や宿泊業は大打撃を受けているため、その状態から回復するためには、産

業が拡大する必要があり、両方の産業の競争力を向上させる必要がある。そのため消費者の

ニーズを異種市場に配置、より正確にニーズに対応する必要がある。人口統計変数やサービ

スの満足度を変数に加え分析することによってよりパーソナライズされたサービスを受け

取ることが可能になる。よりニーズに合わせることは大事であり、リピート率をつなげるた

めに、アフターコロナである今も顧客のニーズに合わせたサービスを提供することは重要

だなと感じた。 


